





























伶官奏楽。令源氏児童舞于殿上。 （ 『新訂増補国史大系』 による）
　
加藤氏は、この童は嵯峨源氏一族の弟子であったらしいこと、そ
の童舞を披露することで、嵯峨院が自己の一族の勢力を顕示し、同時に彼らが成人した後の出世をはかったのではないかと説かれる。だとすれば、九世紀半ばのこの時代には、童に舞を舞わせても、その目的は彼らを鑑賞することではなく、政治的なも であったということになる。また、その目的からすると この舞童は良家の子女に限られるこ になる。ここで彼らに求められたのは、一門 広げることということになろうか。　
童相撲は、文学作品にはあまりあらわれる とがないようだが、






















即立合等各立幕北頭。 〔差西進也。右同亦相対。 〕 先出占手。 〔用四尺以下小童。前一日於内裏量長短。或有過四尺者。当日不更令相撲以為負。 〕奏名者各坐幕南前。奏籌者各二人坐其後。占手勝則奏乱声。 〔不奏舞。 〕最手勝則奏乱声及舞。 〔自斯之後左右互奏舞。 〕此日相撲人惣廿番。 〔近衛兵衛合廿（十イ）七人白丁二人。童一人。 〕 （ 『群書類従』による）
　
松見氏は、この一番に相撲をとる占手が童であること、また二番
手、三番手をとる相撲人も、実際は成人であるが、 「垂髪」 「総角」という童の髪形をあらわすことばで呼ばれることに注目され、 「 （占手は）一種の呪術性 持った存在 考えられ、さらにそれらの相撲人すべてが童に置き換わった童相撲は カリスマ性の顕示という点で幼帝清和 の相乗効果を期待した神事性の濃厚な儀礼と見るこができよう」とされている。ここで「幼帝清和」というのは、童相撲が貞観三年から六年にかけて毎年行われながら 貞観六年元日の清和天皇元服以来、ふっつりと途絶え、醍醐朝まで見られなくなっているからである。なお、童相撲が行われるのは、その後も当帝か皇太子が元服前の期間にほぼ限ら るという。　
松見氏の説を補強するものとしてここでいささかつけ加えたいの
が、 『三代実録』 『新儀式』 （応和三年
（九六三）
以後まもなく成立と
見られる）などでみ 限り、 「四尺五寸」という身長が元服 目安となっていたとされる中村義雄氏の指摘である
⑶
。先の『内裏式』の
記事には、占手には身長四尺以下の童が選ばれ もしも四尺以上であったとき そ をもって負けとすると 中村氏 われ よ
















と彼岸（神の世）の境界にあるために、と すれば神の世界に連れ戻される、つまり死に至ると考えられていたらしい。柳田 報告よれば、青森地方では、夭折した子どもの棺に、仏に嫌われて早くまた現世に生まれてくるように、と生臭物を添える いう。幼児魂は、それだけ彼岸に馴染みやすいもの 考えられていたのだ このように神の世界に属しているゆえ 、幼児は神性を帯びるのだという。　
平安期に「七歳までは神のうち」の思想が確立していたことを明























































ではなく、 「童」という要素をも伴っていたということは、重く見てよいであろう。当時の人々によって、 「占手」 「童」 が分かちがたく結ばれていた証左だと考えられるからである。のちの歌合に童が欠かせなくなっていく
⑾
発端として、歌合あるいは物合そのも
のが相撲節会に影響を受け たこと、そのために相撲節会に必ず登場する童が歌合 も呼び込ま るようになった、という可能性を考えてみてもよいと思う。　
だからといって、相撲童に求められていたと思しい呪術性が、歌
合の場での童にも求められ いたとするのは早急に過ぎるとは思う。萩谷氏が「構成内容」で、 「競技の焦点は完全に菊 洲浜 あ たものと考えられ」ると述べておられ、殿上童 洲浜を引き立て ための趣向の一部に過ぎなかったとも考えられるからだ しかしそれでも、この菊合において左方の殿上 「女につ り 花 面 くさせ」られていたというのは興味深い。女装 は、たとえば日本武尊の熊曾討伐などに見られるように、明かに呪術的な要素 持っていたと考えられるからだ
⑿
。女装した童が、わざわざ菊で顔を隠して






































かには見つけられないが、 たとえば 『内裏式』 中、 「十一月新嘗会式」の項には、童女御覧に関する記述が見えない。

































門の繁栄を担うため、といったさまざまな理由で、宮廷行事へ参加させられ始めた。そのうちに、 『内裏式』の時代から見られた身長へのこだわりから、童の価値が上昇した。その結果、童は本来求められていた性格を捨象され、ステータスシンボル的 側面を際立たせていった、という流れが見られる ではないだろうか。　
一節でみた六条院の鑑賞される ステータスシンボルと


















































では、 「左は歌読員さしの童 いの赤色に薄蘇芳綾の表袴 右には青色に萌黄の綾の表袴」 「右の洲浜は牛時に奉る。おほきなる童四人、角髪結ひ絲鞋はきて舁けり」と 。洲浜を運んだ童は角髪であ こ から、男子のようだ。「二八
　
延喜廿一年（九二一） 〔五月〕京極御息所褒子歌合」では、 「女









































山さんの遺稿掲載もその一つである。卒業論文の要の部分は既に『国文目白』過年度号に させて頂いたので、これはそ 草稿の一部とも言うべき一九九七年度卒論ゼミ中間報告最終日の部分である。小山さんはその後、東大大学院の博士課程まで進み、研究者 道を歩きながら都立高校の専任教員となって仆れた。痛恨 思いやる方無い。完璧主義 彼女には、要求度の高い昨今 教員生活は辛かった ろうに、それ 側
― ―179
面から精神的に支えきれなかった自分の無知無能が悔やまれると共に、今更なが 少壮研究者としての彼女に周囲の期待の高かったことを改めて痛感する毎日である。 「未熟 若書きを」と顔をしかめる小山さん想像しながらあえて掲載をお願いした次第である。研究室の御配慮に謝しつつせめてもの弔表としたい。
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